
絹本著色天台大師画像 1幅（鶴満寺） 

 

絹本著色天台大師画像 

けんぽんちゃくしょくてんだいたいしがぞう 

 

分野／部門 

有形文化財／美術工芸品[絵画] 

 

所有者 

宗教法人 鶴満寺（かくまんじ） 

 

所在地 

大阪市北区長柄東 1 

 

紹介 

法量 ： 縦 115.2cm×横 38.8cm 

 

 

天台大師智覬は 6 世紀代の中国の僧で天台宗の開祖とされる。画像には三尊像と単身像

がある。この鶴満寺本は正面向きに大師を描く単身像である。単身像の代表的な事例は、延

暦寺本のように斜め向きであり、あまり類例のない構図を示す。衣文の彩色は丁寧で入念な

もので、作者の優れた技量をしめしている。製作年代は 15 世紀と考えられる。安永 4 年

（1775)に鶴満寺 4 世竹堂が鶴満寺の檀越である上田家の寄進を受けて修復したことを示

す裏書と竹堂による賛文を伴う。 
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